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○ 品川開発プロジェクトについては、2020 年に田町～品川駅間に新駅の暫定開業を目指

すとともに、周辺地域と連携した国際的に魅力のあるまちづくりの実現に向けた検討を

進めています。 

○ 今般、先行整備する都市基盤等についての都市計画決定に向けた手続きを開始しまし

たので、お知らせします。 

今後、本プロジェクトは、東京圏の国家戦略特別区域の特定事業として、東京都と港区

の都市計画審議会による審議、国家戦略特別区域会議を経て、内閣総理大臣による

認定を受けるべく手続きを進めてまいります。 

○ なお、本プロジェクトは、「グローバル ゲートウェイ 品川」として、従来の発想に捉われ

ない国際的に魅力のある企業と人材が集い、多様な交流から新たなビジネス・文化が

生まれるまちづくりに取り組みます。 



            品川駅周辺地区 地区計画 
            品川駅周辺土地区画整理事業 
            都市計画道路（補助線街路第332号線） 
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１．JR品川車両基地跡地開発における国際交流拠点の形成  

羽田空港へのアクセス性 
 世界と東京を結ぶハブ立地 

世界へのゲートウェイ 

日本のターミナル 

2027年リニア中央新幹線開業予定 
日本各地へのアクセスが更に充実 

首都圏･都心アクセス 

首都圏鉄道ネットワーク 
魅力あふれる街へのアクセス 

グローバル ゲートウェイ 品川 
Global Gateway Shinagawa 

 
泉岳寺駅 

JR新駅（予定） 

世界中から 先進的な企業と人材が集い 

多様な交流から新たなビジネス・文化が生まれるまちづくり 

品川駅 JR品川車両基地跡地 

田町駅 

1 



この地図は、国土地理院長の承認（平２４関公第２６９号）を得て
作成した東京都地形図（Ｓ＝１：２，５００）を使用（２７都市基
交第１８３号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。 
（承認番号）２７都市基街都第４１号、平成２７年６月４日 

２．国家戦略都市計画建築物等整備事業（都市計画法の特例活用）による都市基盤整備 

品川駅周辺土地区画整理事業 

品川駅周辺地区の段階的なまちづくりを推進し、道路、公園等

の都市基盤整備を進めるため、土地区画整理事業区域を定める。 

品川駅周辺地区 地区計画 

 国際交流拠点の形成に向けたまちづくりの将来像や将来像の実現に

必要となる主要な公共施設及び地区施設を地区計画として定める。 

都市計画道路（補助線街路第332号線） 

2020年の新駅暫定開業にあわせアクセス路を整備するため、

国道15号から新駅に接続する道路を都市計画道路として定める。 

都市基盤整備 ・JR品川車両基地跡地における国際交流拠点形成と品川駅周辺地区における段階的まちづくりを推進するため、 

 道路、公園等の都市基盤を先行整備し、新・国際都市に相応しい街区を形成する。 

品川駅 

新駅広場 

区域5 
区域6 

地区幹線道路 
（第二東西連絡道路）
（主要な公共施設） 

区画道路3号 
（地区施設） 

区画道路4号 
（地区施設） 

地区内広場 

区画道路2号 
（地区施設） 

区画道路1号 
（地区施設） 

新駅東側連絡通路 

補助線街路第３３２号線
（都市施設） 

街区公園 
（主要な公共施設） 

アクセス路 

環状第4号線延伸部 

北口広場 

地区内通路 
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2015年 2020年 2027年 2030年代～ 

リニア中央新幹線開業（予定） 

３．国際交流拠点の形成に向けたスケジュール 

 ・東京オリンピック･パラリンピックを見据えた暫定利用と、その後の街びらきを契機として、 

  国際交流拠点として成長し続ける街を目指す。 

まちづくりの 
将来像を描き、 
先行して基盤整備 

土地区画整理事業 

地区計画 

都市計画道路 

成長し続ける街 

暫定利用 

街びらき 
（一部開業） 

東京オリンピック･ 
パラリンピック 

新駅の暫定開業 

現在 

《ストリート型まちづくり》※イメージ 

《エキマチ一体開発》 

《新・国際都市》 

日本の魅力発信 

新しい街の魅力発信 

※イメージ 

国際交流拠点 
としての成長 
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※グローバル人材が集う国際都市でありながら、「日本の魅力・価値（ジャパン 
 バリュー）」を発信し、新たなビジネスや各地への人流を創出する 

ジャパン・デパートメント 
 

ワンストップで日本を紹介・体験 
各地へつながる旅のサポート 

 
 
 
 
 
 
 
 

日本各地 

世界各地 

  

次世代モノづくりLABO 
 

デザインからビジネス化まで 
プロフェッショナルによる仕組み化 

 
 
 
 
 
 

モノ・コト・技術 

発信・プレゼンテーション インバウンド集客 

 観光・体験 

※イメージ 

交流 
× 

価値創造 

  品川 

４．国際交流拠点の形成イメージ 

新・国際都市 ・新しい街を舞台として、「移動・交流」「環境」「ジャパンバリュー」の３つを重点テーマに 

 次世代ビジネスを継続的に創造する。 

人々の移動と交流をスムーズで活発に 

していく先進テクノロジーの育成 

交通ネットワークが結ぶ 

人や地域の魅力を循環し育てる仕組み 

ビジネス・文化交流機能 

次世代ビジネスモデル実現のための”場”を提供 

最先端ICT技術活用等 

ビジネス支援機能 

国際交流拠点に相応しい機能を集積した複合都市の形成 

ＭＩＣＥ 宿泊・商業・居住機能 文化・エンターテイメント 

グローバル企業・ベンチャー企業等の多彩なニーズを支える場・サービス 

移動・ 
交流 

※施設計画については 

  今後深度化を進める 

交流支援・インキュベーション支援 

重点的に創造する 
次世代ビジネステーマ 

次世代モビリティ等 

世界の規範となる、環境・経済の両面で 

持続可能な都市開発モデルを確立 

再生可能エネルギーの利用促進等により 
温室効果ガスの削減に積極的に貢献 

環境 
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